
 

２０２５．４．２４ 
 

南洋水産㈱と「漁船リース」契約を締結 
 

 静銀リース（社長 若林 紀伸）では、グループで取り組む第 1 次中期経営計画「Xover～新時代を拓

く」の基本戦略「地域共創戦略」の一環として、南洋水産㈱（代表取締役 藪田 昌樹）に対し、水産庁

の助成金「水産業競争力強化漁船導入緊急支援事業」を活用したリース契約を締結し、中古遠洋漁船の

導入支援を行いましたので、その概要をご案内します。 

今後も、補助金や助成金を活用したリース提案を通じて、地域やお客さまの課題解決支援に取り組む

ことで、地域経済の活性化に貢献してまいります。 
 
１．漁船リースの概要 

リース先 南洋水産㈱ <本社 神奈川県三浦市、代表取締役 藪田 昌樹> 

導入目的 

・船齢 33 年になる老朽化した遠洋まぐろはえ縄漁船を所有するなかで、修繕費の負担

が増加するとともに、修繕にともなう稼働率の低下が課題であった 

このような中、2024 年度よりクロマグロ漁獲枠の割当を受け、継続的な操業を目指し

代替船の導入を検討していた 

・本助成金を通じて船齢 10 年程度の中古船を修繕した上で静銀リースが取得し、南洋

水産に貸付けを行うことで、操業に伴う修繕費の大幅削減が図られ操業ロスが削減さ

れる。従来のメバチマグロやキハダマグロ主体の操業形態にクロマグロ操業を加える

ことで、収益性の向上を図り漁業経営の安定化を目指す 

契約日 3 月 21 日(金) 

取得価格 3.8 億円（中古漁船および修繕費用含む） 

 

２．助成金事業の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

助成金名 
水産業競争力強化漁船導入緊急支援事業 
(水産業の競争力強化を図るため、「広域浜プラン」に基づき、中核的漁業者として位置
づけられた者が所得向上に取り組むために必要な漁船等のリース方式による導入を支援) 

対象者 

中核的漁業者（浜の活力再生広域プランまたは漁船漁業構造改革広域プランに基づき、
中核的漁業者と位置付けられたもの）であって、資源管理等の取組を行う者 
・個人：本人が 55才未満又は 45才未満の後継者が確保されていること 
・法人：償却前利益が確保されていること 

対象物件 原則として中古漁船 

補助率 1/2 以内（1件当たり 4億円が上限） 

取組目標 
・漁業所得（個人）又は償却前利益（法人）を 5年以内に 10％以上向上 
・次期代船の取得が可能となる利益の留保 

<スキーム図（2025 年 3月26日現在）> 


